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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 1,788 ― 1,112 ― 1,246 ― 744 ―
20年3月期第1四半期 1,801 3.2 1,066 4.8 1,161 17.6 670 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 63.72 ―
20年3月期第1四半期 57.45 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 51,380 44,527 86.4 3,800.22
20年3月期 50,918 44,088 86.3 3,761.24

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  44,394百万円 20年3月期  43,940百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 45.00 45.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ― ― 45.00 45.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 3,553 ― 2,126 ― 2,317 ― 1,361 ― 116.56
通期 7,090 △0.7 4,049 △2.1 4,433 △1.6 2,624 △0.2 224.63

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注) 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、２ページ【定性的情報・
財務諸表等】「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  14,004,705株 20年3月期  14,004,705株
② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  2,322,517株 20年3月期  2,322,216株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  11,682,390株 20年3月期第1四半期  11,666,385株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期におけるわが国経済は、原油・原材料価格の高騰やサブプライム問題による米国の景気

後退等の影響により、企業収益が大きく圧迫され、設備投資は低水準となり、個人消費も低迷するなど、

景況感が悪化し先行き不透明な状況で推移しました。 

不動産賃貸業におきましては、景気後退を背景に市況に陰りが見られ、多摩地域におけるビル・倉庫

の賃貸需要も低迷しております。 

このような状況下におきまして、当グル－プは東京都立川市泉町を基盤として、事務所用建物、倉庫

及び土地の不動産賃貸業等の経営を積極的に行ってまいりました。 

当第１四半期の売上高は、不動産賃貸関連事業は増加しましたが、その他の事業が減少したことによ

り、前年同期比0.7％減の1,788百万円、営業利益は労務費が減少したこと等により前年同期比4.3％増

の1,112百万円、経常利益は受取利息、持分法による投資利益が増加したこと等により前年同期比7.3％

増の1,246百万円、四半期純利益は少数株主利益が損失となったこと等により前年同期比11.1％増の744

百万円となりました。 

事業の種類別業績は、次のとおりであります。 

（不動産賃貸関連事業） 

当関連事業の売上高は一部に減額改定はありましたが、土地臨時契約の寄与等により前年同期比

0.8％増の1,675百万円、営業利益は労務費が減少したこと等により前年同期比5.0％増の1,079百万円

となりました。 

（その他の事業） 

当関連事業の売上高はリフォーム受託業務売上高が減少したこと等により前年同期比18.9％減の

113百万円、営業利益は外注費、労務費が減少したこと等により前年同期比13.0％減の32百万円とな

りました。 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末(平成20年３月末)と比べ462百万

円増加し51,380百万円となりました。主に、有価証券600百万円の増加などによるものであります。 

負債は、前連結会計年度末(平成20年３月末)と比べ23百万円増加し6,852百万円となりました。主に、

未払法人税等456百万円の減少、その他流動負債107百万円の増加、繰延税金負債155百万円の増加、長

期預り保証金199百万円の増加などによるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末(平成20年３月末)と比べ439百万円増加し44,527百万円となりました。

主に、利益剰余金218百万円の増加、その他有価証券評価差額金237百万円の増加などによるものであり

ます。 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

業績は概ね予想どおりに推移しており、平成20年５月15日発表の第２四半期連結累計期間及び通期の

連結業績予想に変更はありませんが、当第１四半期の実績から同予想を若干上回る可能性もあります。 
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４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 棚卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額

を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

② 税金費用の計算 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税

率を乗じて計算しております。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計基準第12

号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日 

企業会計基準適用指針第14号）を当第１四半期連結会計期間より適用しております。また、「四半期

連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として先入先出法による低価法によっ

ておりましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基

準第９号 平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として先入先出法による原価法（貸借対

照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。 

③ リース取引に関する会計基準等の適用 

「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成５年６月17日 最終改正平成19年３

月30日 企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員

会 平成６年１月18日 最終改正平成19年３月30日 企業会計基準適用指針第16号）を当第１四半期

連結会計期間から早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リ－ス取引については、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース

資産として計上しております。 

また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定す

る方法によっております。 

なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リ－ス取引については、

期首に前連結会計年度末における未経過リース料残高又は未経過リース料期末残高相当額（利息相当

額控除後）を取得価額として取得したものとしてリース資産を計上する方法によっております。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、リース資産が有形固定資産のその他に13百万円多く

計上されておりますが、これによる損益に与える影響はありません。 

（追加情報） 

退職給付引当金 

当社及び連結子会社は、確定給付企業年金法の施行に伴い、平成20年４月に退職一時金制度の一部

について確定給付企業年金制度へ移行し、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計

基準適用指針第１号）を適用しております。 

なお、本移行に伴う影響額は軽微であります。 
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５．【四半期連結財務諸表】 

(1) 【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円） 

 
当第１四半期連結会計期間末

(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 9,637 9,686

受取手形及び売掛金 38 32

有価証券 8,099 7,499

商品 11 8

繰延税金資産 102 102

その他 74 58

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 17,965 17,388

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物 6,995 7,112

機械装置及び運搬具 38 40

土地 546 546

建設仮勘定 406 376

その他 111 104

有形固定資産合計 8,097 8,181

無形固定資産 3 3

投資その他の資産 

投資有価証券 21,977 21,907

繰延税金資産 2 2

長期預金 3,250 3,350

その他 129 130

貸倒引当金 △45 △45

投資その他の資産合計 25,313 25,344

固定資産合計 33,414 33,529

資産合計 51,380 50,918
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（単位：百万円） 

 
当第１四半期連結会計期間末

(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 124 45

未払金 107 177

未払法人税等 499 956

賞与引当金 95 64

前受金 563 561

その他 565 458

流動負債合計 1,954 2,263

固定負債 

繰延税金負債 938 782

退職給付引当金 244 277

役員退職慰労引当金 99 99

長期預り保証金 3,606 3,406

その他 8 －

固定負債合計 4,897 4,566

負債合計 6,852 6,829

純資産の部 

株主資本 

資本金 1,273 1,273

資本剰余金 769 769

利益剰余金 41,921 41,702

自己株式 △389 △387

株主資本合計 43,574 43,358

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 820 582

評価・換算差額等合計 820 582

少数株主持分 132 148

純資産合計 44,527 44,088

負債純資産合計 51,380 50,918
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(2) 【四半期連結損益計算書】 

（単位：百万円） 

 
当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日) 

売上高 1,788

売上原価 584

売上総利益 1,204

販売費及び一般管理費 91

営業利益 1,112

営業外収益 

受取利息及び配当金 92

持分法による投資利益 39

その他 1

営業外収益合計 133

営業外費用 0

経常利益 1,246

特別利益 0

税金等調整前四半期純利益 1,246

法人税、住民税及び事業税 509

法人税等調整額 7

法人税等合計 516

少数株主損失 15

四半期純利益 744
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸

表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期

連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

(3) 継続企業の前提に関する注記 

当第１四半期連結会計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年6月30日） 

該当事項はありません。 

 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第１四半期連結会計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年6月30日） 

該当事項はありません。 
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「参考資料」 

（要約）前四半期連結損益計算書 

前第１四半期連結累計期間
(自 平成19年４月１日 
至 平成19年６月30日) 科  目 

金 額 
(百万円) 

百分比
(％) 

売上高 1,801 100.0

売上原価 630 35.0

売上総利益 1,170 65.0

販売費及び一般管理費 104 5.8

営業利益 1,066 59.2

営業外収益 

受取利息及び配当金 67

持分法による投資利益 26

その他 0 95 5.3

営業外費用 

支払利息 ―

持分法による投資損失 ―

その他 0 0 0.0

経常利益 1,161 64.5

特別利益 

貸倒引当金戻入額 0 0 0.0

特別損失 

固定資産除却損 0

持分変動損失 ― 0 0.0

税金等調整前四半期純利益 1,161 64.5

法人税、住民税及び事業税 479

法人税等調整額 5 484 26.9

少数株主利益 6 0.4

四半期純利益 670 37.2
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